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1　は　じ　め　に

福島県においては，大豆の除草作業時期が梅雨に遭遇し，

作業適期を逃しやすい。また，出植機の利用期間は年間数

日程度しかなく．田植機の他作業や他作物への利用の要望

が多い。そこで，大豆生育期処理除草剤の適期散布と乗用

田植機の多目的利用を目的に，乗用型田植機を利用した除

草剤高濃度少虫散布機を試作・開発したので．大豆生育期

処理除草剤の高濃度少出散布の効果とともに報告する。

ノズル　ヤ7ホHY－ラー1一関5　孔径¢0．55

分流器　圧力計

2　試作機の概要と試験方法

（‖　試作機の概要

走行部に横付部を取り外した乗用型4条凹植機（ヰセキ

PI一一400）を用い，これに散布装置を装着した。散布装閏

は，薬液の拝送に2サイクルガソリンエンジンを動力とす

るポンプ（共立Sl‖i－050）を用い．散布部はノズル数が

6個のブーム方式とし，ノズルはディスク型扇形噴霧ノズ

ルを用いた。ノズルの間隔は栽植様式に合わせて変えるこ

ノズル1個　4kgf／七血0．32g／／加1

当り吐出量　5kd火d：0．35‘／′h

6kgf．′bd：0．38g／血

図1　試作した除草剤高波度少量散布機

とができる。ポンプから圧送された薬液は座席左側に配置

した分流器により各ノズルに送られ，薬液は各ノズルごと

に分流器のコックの開閉によりオン・オフできる。また，

吐出圧力はエンジンの回転数を調節することにより制御が

可能である。薬液タンクはプラスチック製で容量は30gで

ある。

（2）高濃度少蜃散布の除草効果に関する試験

試験は，福島農試大豆開場（播種日1988年6月23日，

品種スズユタカ）で行った。1988年7月25日に，供試圃場

に自然発生したイネ科雑草を対象とし，フルアジホップ乳剤

の製品量10mg／aに対する希釈水星を0．5β，1．0g（高濃

度少量散布）に調製して，試作機を用いて叶出圧力5kgf

／dで散布した。対照としての製．与乙星10mβ／aに対する希釈

水虫10β（慣行散布）の散布には，背負い式手押し噴斉機

を使用した。散布時の雑草の繁茂状況は，イヌビ工が190

本／吼メヒシバが50本／叶スズメノカタビラが120本／ポ

であり糞齢は各草種とも3－5葉期であった。除草効果の

凋塵は．散布22日後に各処理とも一定面積（0．25汀Fx2）

の残〟雑草を採取し，‾甘種毎に本数及び乾物重を測定した。

（3）試作機の作業性能の試験

試験は，1989年7月26日に福島県立農業短期人学校の大

区画圃場（210．0mx45．2m，大豆播種l‾11989咋7月7

11，品種スズユタカ）で行い，日然発生したイネ科雑学を

対照とした。フルアジホップ乳剤の製品出10ゼ／aに対す

る希釈水員を1．0ゼに凋製して，1回の薬液積載量30β，

設定散布揖10β／10a，吐出圧力5kgr／Cポで，長辺方向に散

布した。あらかじめ散布前に10地点を披覆してこれを無処

理区とした。対象としたイネ科雑草の葵齢は．イヌビ工，

メヒシバ，スズメノカタビラとも2－5斐期であった。除

草効果の調査は散布2311後に処理区，無処理区（各処

理0．256nf，10か所）の残存雑草を採取し，雑草の種類ご

とに本数及び乾物重を測定した。作業性能の調査は表3に

示した項目について行った。

（41試作機の走行性試験
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表1に示した汽耕法で耕起した人川副緋こおいて，降雨

直後（前日の降雨20．6m町細柁褐色低地1二）に試作機を走

行させ，滑り率と亜輪沈下深について測定した。

3　試験結果及び考察

川　高濃旺少兢散布の除¢効果

フルアジホップ乳剤のイヌビ工，メヒシバに対する高濃

度少厄散布の除㌍効果は．各市秋水出とも慣行散布と同程

度であった。スズメノカタビラについては除草効果の差は

判然としなかった。他のイネ科雑草については発／1湖が少

なく，明らかでなかった（表l）。また．大区画圃場にお

いても高濃度少量散布のイヌビ工，メヒシバの残〟雑草出

は無処理に比較して少なく，高濃度散布の効果は高かった。

他のイネ科雑掛こ対しては発／Ⅰ三いが少なく効果は明らかで

なかった（表2）。面試験とも高濃度少出散布による大l‾よ

に対する薬害は認められなかった。

蓑1　フルアジホップ乳剤高濃度少量散布時の希釈水量と残存雑草（1988年）

希 釈 水量

（‘／a ）

イヌ ビエ　　　　　　　 メ ヒシバ　　　　　 ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ　　　 そ の他 の イ ネ科

本 数　　 乾物 垂 抽　　 本 数　　 乾物 垂 ＊　　 本 数　　 乾物 重＝　　 本 数　　　 乾物 垂　　 薬 害

（本 ／d ） （g ／d ）　 （本 ／d ） （g ／d ）　 （本 ／d ） （g ／d ）　 （本 ′d ）　 （g ／d ）

0．5 5 4　　　 28．2 a　　　 6　　　　 0．2 a　　　 77　　　 1．5 a　　　　　　　　　　　　　　　 無

1 3 0　　　 11．9 a　　　 5　　　　 0．4 a　　　 38　　　 1．O a　　　　　　　　　　　　　　 無

10 4 5　　　 24．2 a　　 12　　　 1．4 a　　 16 9　　　 4 ．7 a　　　　 5　　　　 0．2　　　　 無
無 処 理 13 2　　　 13 7．9 b　　　 72　　　　 13．3 b　　　　 84　　　 1．9 a　　　　 2　　　　　 0．1

注．草種ごとの乾物竜の同一英文字間にはDuncan法による有意差（＊はP＝0．05，綿はP＝0．01）のないことを示
す。検定は対数変換して行った。

衷2　大区画圃場におけるフルアジホップ乳剤高濃度少量散布と無処理の残存雑草（1989年）

イ　ヌ　ビ エ メ　ヒ シ ノヾ ス ズ メノ カ タ ビ ラ そ の他 の イ ネ科 広 葉

薬 害本 数　　 乾物 垂 本数　　 乾物 垂 本 数　　 乾物 事 乾物 車 乾物 垂
（本′d ） （g ′d ） （本／d ） （g ／ポ） （本／d ） （g ／d ） （g ′d ） （g ／d ）

高 濃度 散 布 19．9 ＊＊　　 2．6 ＊＊ 0 ．3 ＊＊　　 0 ．0 ＊＊ 5．8　　　　 0．8 5．2 ＊＊ 4 3．6 ＊＊ 無
無　 処　 理 17 4．2　　　 5 9．1 3 3．9　　　　 4 ．9 9，1　　　　 0．3 17，3 26 ．0

往．榊はt一検定法による有意差（p＝0．01）のあることを示す。ただし，検定は対数変換して行った。

表3　試作機の作業性能

表4　試作機の大豆圃場での走行性

区　　　 名
耕 深

（cm ）

遥 慧 慰 嶺 禁 。m） 喜 水 琵 慧 差 滑 り率 霊 下 琵

（％） （m ／S ） （％） （CⅡl）0　　　 5　　 10　　 15　　 20　　　 25

ボ ト　ム プ ラ　 ウ　 耕 跡 20 0．7　 1．0　 1．0　 1．3　 1．3　　 4．9 28 ．3　　　 0 ．97　　　 7．13　　　 7．5
駆 動 デ ィス ク プ ラ ウ耕 跡 18 0 ．6　　 0．9　　 0．9　 1．5　　 4 ．1　 5．3 29 ．8　　 0 ．95　　 8 ．26　　　 9．6
正 転 ロ　ー ク リ　 耕 跡 15 0 ．8　　 0．9　　 0 ．8　 1．3　　 3．5　　 4．9 30 ．6　　 0 ．95　　 8，83　　　 8．9
逆 転 ロ　ー ク リ　耕 跡 15 0 ．7　 1．0　　 1．4　　 2．4　　 4 ．1　　 5．3 30．0　　 1．04　　 6．43　　　 8．3

（2）試作機の作業作能

本試験に供試した圃場での試作機の作業性能は，開場作

業量が作業速度0．92m／S，有効作業（散布）幅4．11mで

68，6a／hであり，石一効作業効率は17．3％であった。実散

布量は9．48β／川aとなり－はば設定どおりであり．燃料消

費舅は走行部が0．62β／a，除草剤散布装置が0．34β／aで

あった。

トラクタで作業が困難な降雨直後の条件下において，車輪

沈下深は9cm程度で－†二のラグへの付着，はね卜げは少なく，

1m／S前後の総連でも試作機の走行に問題はなかった。

これらのことから，大豆生育期処理除草剤（茎葉処理剤）

の高濃度少兢散布法は慣行の散布法と同等の効果があり．

実用化が高い効率的な除草法である。また，本機を用いる

ことにより，トラクタでは作業が困難な降雨直後の圃場で

も作業が可能となるため，梅雨下においても晴れ間をぬっ

て適期を逃さずに大豆生育期の除草剤散布ができる。

しかし，大豆生育期処理除草剤の高濃度少量散布法は農

薬登録要件とは異なるので，実用化のためには今後更に検

討を加える必要がある。
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